
 

 

 

 

 

 

医療的ケアの必要な子どもとその家族が、住み慣れた地

域で安心して暮らし続けるためには、医療・福祉・保育・教

育・行政等が連携し、それぞれの立場から支え合う体制づく

りが重要です。沖縄県医療的ケア児支援センターは、そうし

た連携の「つなぎ役」として、相談支援をはじめ、人材育成

や関係機関との調整などに取り組んでいます。 

 

沖縄県医療的ケア児支援センターでは、令和７年度よりコ

ーディネーター体制をこれまでの２名体制から３名体制へと

拡充しました。新たに配置された２名は、看護師および保育

士の資格を有する医療的ケア児等コーディネーターであり、

医療・福祉・保育それぞれの専門的視点を活かした相談対応

が可能となっています。 

医療的ケア児とそのご家族が抱える課題は、医療的ケア

そのものに加え、保育・教育、福祉サービスの利用、地域で

の生活、きょうだいへの配慮など、多岐にわたります。今回、医療や保育の専門職が配置されたことにより、医

療的知識や保育現場での実践経験に基づいた、より具体的で実情に即した助言や調整ができるようになりま

す。ご家族に寄り添いながら、関係機関との連携を丁寧に行うことで、切れ目のない支援を目指しています。 

また、支援体制の充実とあわせて、令和７年度からは人材育成を目的とした研修事業にも本格的に取り組み

始めました。具体的には、「沖縄県医療的ケア児等支援者養成研修」および「沖縄県医療的ケア児等コーディネー

ター養成研修」を実施し、地域で医療的ケア児等を支える人材の裾野を広げることを目指しています。 

前年度からの取り組みとして、各市町村内の医療的ケア児の支援を行う各関係部局において情報共有を行

い、医療的ケア児の支援体制の構築のための基礎情報として活用していだたけるよう周知しています。 

つぎに、医療的ケア児のご家族からのご要望が多い短期入所

に関して、連絡会を開催し、事業所の意見交換や共通の課題や

今後の方向性について確認しています。連絡会の開催内容につ

いては３ページを参照してください。さらに、支援体制の好事例

として、北部圏域から「医療的ケア児の暮らしを地域・社会で支

える」をテーマに講演会を開催しました。詳しくは 3 ページを参

照してください。 

地域で生活する医療的ケア児は増えており、その中で日常の

さまざまな場面で課題も生じています。こうした現状をしっかりと受け止め、子どもたちが地域の中でその

子らしく暮らし続けられるよう、当センターは支援の充実に努めてまいります。 
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令和 7 年度の取り組みについて 



 

 

 

単位：件数 

事業内容  計 

1 

  

医療的ケア児等からの相談への助言等   

（１） 相談件数・相談延べ件数 相談件数 97 

相談延べ件数 115 

2 

  

関係機関及び民間団体並びにこれに従事する者への情報提供等 
  

（１） 会議・研修等件数 主催件数 11 

参加件数 40 

（２） 研修主催 実施件数 3 

（３） 外部研修出席（講師として） 実施件数 0 

（３） 沖縄県自立支援協議会 参加件数 4 

（４） 市町村協議の場 参加件数 9 

3 

  

関係機関及び民間団体等との連絡調整   

（１） 市町村訪問 実施件数 0 

（２） その他関係機関訪問 実施件数 3 

（３） 短期入所事業所連絡会 実施件数 6 

4 

  

地域における支援者等との情報交換   

（１） 情報交換会・症例検討会 参加件数 6 

5 

   

医療的ケア児支援に関する情報収集   

（１） 市町村訪問 実施件数 3 

（２） その他関係機関等訪問 実施件数 5 

（３） 研修参加（受講生として） 参加件数 12 

 

【相談】 市町村行政、相談関係機関、医療機関等からの相談、その他関係機関への助言・情報提供 等 

【相談内容】 医療的ケアの実施体制について、地域で活用できるサービス等の情報について、 

通学について、レスパイトの利用について 等 

 

              

 

 

 

 

令和 7 年度 活動報告 



 

 

令和 7 年 12 月、「医療的ケア児の暮らしを地域・社会で支える」をテーマに、講演会を開催しました。 

当日は、県立北部病院の佐々木氏、北部保健所の玉城氏、そして医療的ケア児の家族である國吉氏を講師と

してお迎えし、沖縄県北部圏域における医療的ケア児とその家族を取り巻く現状や、地域で支えるための視点

について、それぞれの立場からお話いただきました。講演会には、オンラインと現地あわせて 136 名が参加し、

医療・福祉・保健・行政関係者に加え、家族の方々も参加いただきました。参加者からは、「ニーズ起点で支援を

考えることの大切さを学んだ」「多職種連携の視点が整理できた」「保護者の言葉が心に響いた」「今だけでなく、

将来を見据えた関わりが必要だと感じた」など、多くの感想が寄せ

られました。今後も医療的ケア児支援のさらなる発展を目指し、地域

の皆さまや支援に関係する方々に貢献できるイベントの企画・提供

に努めてまいります。ご参加いただいた皆さま、そしてご協力いた

だいたすべての方々に心より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

沖縄県医療的ケア児支援センターでは、医療的ケア児（者）とそのご家族が短期入所サービスを安心・安全に

利用できるようにするため、また、受け入れる事業所が安全にサービスを提供できるようにするため、「短期入

所事業所連絡会」を継続的に開催しています。令和 7 年度は全 6 回開催し、本年度からは圏域ごとの連携強化

を図るため、北部・中部・南部の各圏域でも実施しました。 

全体会では、県内の医療的ケアに対応している短期入所事業所が一堂に会し、医療的ケア児（者）を取り巻く

現状について情報共有を行いました。また、事業所間での意見交換を通して、受け入れに関する共通の課題や

今後の方向性について確認しました。参加者からは、「全体の情報を知るにはとても良い」「今後に向けての課

題や対応等が明確になった」といった声が聞かれました。 

圏域別に開催した連絡会では、南部・中部・北部に加えて、今年度は宮古島にも訪問し、各圏域で行われた話

し合いの内容を共有し、短期入所の受け入れ状況や家族へのサポート、事業所同士の連携について意見交換を

行いました。どの地域でもスタッフ不足や情報共有の難しさなど共通の課題があることが分かり、今後も協力

しながら、安心して利用できる環境づくりを進めていくことを確認しました。 

地域ごとの実情に寄り添った情報交換と連携を深めるため、各圏域での連絡会を継続し、受入体制の強化

や家族支援など、地域に応じた支援体制づくりを推進してまいります。これらの取り組みが、医療的ケア児

（者）とそのご家族にとって、より安心して利用できる環境の整備につながると考えております。 

今後も各事業所の皆さまと力を合わせ、沖縄県内の医療的ケア児（者）を支えるための取り組みを進めて

まいります。 

 

≪ ご案内 ≫ 

医療的ケア児（者）を受け入れている県内の短期入所事業所で、「短期入所事業所連絡会」への参加を希望され

る事業所は、下記までご連絡ください。 

沖縄県医療的ケア児支援センター ＴＥＬ：098-894-6820（直通） 

活動報告② 短期入所事業所連絡会を開催しました 

活動報告① 令和 7 年 12 月 講演会を開催しました 



  

沖縄県医療的ケア児支援センターでは、医療的ケア児

とその家族が地域で生活するうえで必要な支援体制の

充実を目的に、令和 7年 1 月、人材育成研修を実施しま

した。本年度は、支援の基礎的理解を広げるための「医

療的ケア児等支援者養成研修」と、関係機関をつなぐ役

割を担う人材を育成する「医療的ケア児等コーディネー

ター養成研修」の 2 つの研修を開催しました。 

医療的ケア児等支援者養成研修は、オンライン形式で

講義を行い、医療的ケア児を取り巻く制度や支援の考え方、日常生活を支える際の基本的な視点についての内

容をしました。研修では、医療的ケアに関する基礎知識だけでなく、医療的ケア児と家族の思い、支援における

連携の重要性、現場で直面しやすい課題への対応など、実践に結びつく内容を重視しています。オンライン開催

とすることで、医療・福祉・教育・保健など、さまざまな分野の支援者が参加しやすい研修となりました。受講者

からは、「他機関の視点を知ることで支援の幅が広がった」「在宅での医療ケアの体制や、それに伴う医療ケア

体制・福祉での支援体制が理解できた」「体制整備など今後に役立てていけそうだと思った」といった声が聞か

れました。 

医療的ケア児等コーディネーター養成研修は、対面形式も交えて実施し、講義に加えてグループワークを行

いました。医療的ケア児とその家族を中心に、医療・福祉・保育などの関係機関がどのように連携し、支援を調

整していくかについて、具体的な事例をもとに意見交換を行いました。参加者からは、「本人・家族の思いを踏

まえた支援の重要性を実感した」「他職種連携や地域で支える視点の大切さを学んだ」「関係機関との連携や調

整の流れを具体的に学べた」といった感想が寄せられました。 

これらの研修を通して、医療的ケア児とその家族が地域で安心して生活するためには、身近な支援者が基本

的な理解を持つこと、そして必要に応じて関係機関が連携し、支援を調整できる体制が重要であることが改め

て確認されました。支援に関わる方一人ひとりが不安を抱えず、自信をもって関われるようになることが、結果

として医療的ケア児とそのご家族の安心につながると考えています。今後も当センターでは、医療的ケア児を

支えるための人材育成に取り組んでいきたいと思います。 

 

 

沖縄県医療的ケア児支援センター 
〒902-0064 

沖縄県那覇市寄宮 2 丁目 3 番 1 号 

TEL：０９８-８９４-６８２０（直通） 

FAX：０９８-８９６-６８５１ 

H P：https://okicare.net/ 

受付時間：平日 9：00～17：00 

ホームページでは 24 時間受付しています。 

活動報告③ 医療的ケア児等支援者・コーディネーター養成研修を開催しました 

ました 

https://okicare.net/

